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A大学 B大学 C大学 D大学 合計
女子学生 41  57  43  42  183
男子学生 10  10  14  16  50
計 51  67  57  58  233
表3-2 被調査者対象大学
A大学 B大学 C大学 D大学
学科開設年度 1987  1976  1994  1997
学部制導入年度 1999  1999  1996  1999

































































































人 数 212  21
平均値 200.04  164.95
標準偏差 27.01  28.59
表4-3 質問内容の回答カテゴリー別人数と比率
質問内容 選択肢 学生数(人) 比率(%)
日本語への態度 好き
嫌い











































人 数 40  193
平均値 206.08  194.97
標準偏差 28.93  28.60
表4-6 学院での学習経験の有無による得点の平均値（LeSSKo-50）
経験有 経験無
人 数 129  104
平均値 198.98  194.26
標準偏差 28.73  29.04
表4-7 高校での日本語選択・非選択による得点の平均値（LeSSKo-50）
選択 非選択
人 数 97  136
平均値 200.93  193.99































人 数 183  40
平均値 196.56  198.02
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